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3月にリニューアル
しました！

一次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る

病
気
を
総
称
し
て
「
脳
卒
中
」
と
い
い
ま
す
。
脳
卒

中
に
は
、大
き
く
分
け
て
「
脳
梗
塞
」「
脳
出
血
」「
く

も
膜
下
出
血
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
脳

梗
塞
の
急
性
期
医
療
は
こ
こ
数
年
間
で
も
っ
と
も
変
化

が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
日
本
脳
卒

中
学
会
よ
り
、
脳
梗
塞
に
対
す
る
r
t
–
Ｐ
Ａ
静
注

療
法
が
２４
時
間
３
６
５
日
可
能
等
の
要
件
を
満
た
し

た
施
設
に
対
し
て
「一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
の
認
定

制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
r
t
–
Ｐ
Ａ
は
、
脳
の
血
管

を
詰
ま
ら
せ
て
い
る
血
の
塊
を
溶
か
す
こ
と
が
で
き
る

薬
剤
で
、
急
性
期
の
脳
梗
塞
に
対
し
て
使
用
し
ま
す
。

当
院
で
は
昨
年
の
９
月
に
「一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」

の
認
定
を
受
け
、
脳
卒
中
の
急
性
期
治
療
を
積
極
的

に
行
って
い
ま
す
。

　
脳
梗
塞
の一部
は
急
性
期
に
的
確
な
治
療
を
す
る
こ

と
に
よ
り
完
全
回
復
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
的

確
な
治
療
で
特
に
大
切
に
な
る
の
は
時
間
で
あ
り
、

r
t
–
Ｐ
Ａ
は
脳
梗
塞
発
症
後
４.５
時
間
以
内
が
適
応

と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
、
脳
卒
中
の
症
状

が
出
た
ら
１
分
で
も
１
秒

で
も
早
く
当
院
に
受
診
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
主
な
症
状
の

判
断
に
は
「
F
A
S
T
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
症
状
が
出
た
場
合
7

割
が
脳
卒
中
と

言
わ
れ
て
い
ま

す
。

「
脳
卒
中
症
状
出

た
ら
　
す
ぐ
受

診
！
」
で
す
。

　
脳
卒
中
の
後

遺
症
は
意
識
障

害
や
運
動
麻
痺

な
ど
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
後
遺
症
を
悪
化
さ

せ
ず
に
日
常
生
活
活
動
の
改
善
を
す
る
に
は
、
治
療

と
リ
ス
ク
管
理
、
発
症
後
早
期
か
ら
の
積
極
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
は
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は

医
師
、
看
護
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
充
実
し
た

チ
ー
ム
医
療
を
行
う
た
め
、
脳
卒
中
に
関
わ
る
全
て
の

ス
タ
ッ
フ
を
S
t
r
o
k
e
（
脳
卒
中
）
T
e
a
m

（
チ
ー
ム
）と
し
て
、チ
ー
ム
全
員
が「
脳
卒
中
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
に
な
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
月
２
回
の
集
ま

り
、
週
１
回
の
勉
強
会
等
を
開
催
し
て
日
々
脳
卒
中

医
療
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
脳
卒
中
　
チ
ー
ム
医
療
で
　
乗
り
越
え
る
！
」

FAST
Face…顔の麻痺
　顔の片側が下がる、ゆがみがある
Arm…腕の麻痺
　片腕に力が入らない
Speach…ことばの麻痺
　言葉が出てこない、ろれつが回らない
Time…発生時刻
　症状に気づいた時刻を確認
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（紹介状がない場合は特定初診料が5,500円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当院WEBサイトでご確認下さい。

令和２年6月8日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科の受付時間は7:30～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午、歯科口腔外科は午後１時から午後４時４５分）

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 佐伯 中山 加藤 澤田 中島
二診 中山 澤田 中島
三診 佐伯 加藤 佐伯

手術 手術/
義肢装具 手術 手術/

義肢装具 手術

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）

午後 手術 手術 手術 手術

放射線科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前 午前・新患 再診 再診 再診
野垣 柳田 柳田 柳田 柳田

※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 坂本/大石 善當 再診
坪井

午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石
午後・再診 善當/坂本 坂本 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 野垣 鈴木

呼吸器内科
呼吸器外科

一診
午前 午前 第1･第3･第5

齊藤
午前非常勤

非常勤 非常勤 第2･第4 非常勤大瀬

二診 小林  午前 小林 小林 

三診 齊藤 第1･第3･第5午前 柴田大瀬

四診 午前
齊藤

手術 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科

一診 磯野 上村 植田 野澤 要予約
植田

二診
渡邊

鈴木 惟康
（ﾍﾙﾆｱ専門外来）不定期･要予約

午後 和田 磯野肥満外科外来
三診 板東

（専門外来） 乳腺
13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00
※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
問い合わせ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 鈴木 三倉
午前・二診 鈴木

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科

一診 山形 金城 浦野 村田 第1･3･5　10:00～
阪口

二診 平田 山形 第1･第2・第4・第5
山内

※受付時間は10:00までです。

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 奥野 後藤
二診 後藤 日紫喜 日紫喜

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※金曜日の受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野

三診 第１・第3・第5 増井
糟谷

四診 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

学童専門外来 16:30～17:00 16:30～17:00
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 成味

午後・一診 小松 14:00～14:30 小松 小松 14:00～14:30
市検診 市検診

※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科 午前 山河 山河 山河 山河
※診察は午前のみになります。	

眼　　科

午前・一診 曽根 飯田 曽根 飯田 飯田
午前・二診 小原 曽根 小原 小原 曽根
午後・一診 曽根 飯田 曽根

※受付時間は10:00までです。		

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金
総合診療科 午前･一診 大瀬 谷尾 奥田 谷尾 鈴木

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5

大瀬小野
第2・第4

鈴木

午後 第1・第3・第5
小野

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

消化器内科

一診 松下 渡邉 宇於崎 竹下 花岡
二診 花岡 竹下 金山 渡邉 金山

三診 横田 午前 午後 午後 午後
宇於崎 横田 松下 松下

循環器内科

一診 青山 蔦野 露木 石田 金森

二診

第1

青山 松岡 近藤
午前近藤

第2・第4午前 中村金森

午前・三診 小夫家 不整脈外来
第2・第4午前

（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合わせ下さい。

小児科

一診 武藤 新規相談 武藤 専門 武藤武藤 武藤

二診 和田 専門
那須

乳児検診 4ヶ月・1ヶ月 10ヶ月・1ヶ月
那須 武藤

専門外来

喘息 神経・発達 神経 発達
那須 那須 武藤 武藤

心臓　第2
こども
※火・木曜日は予約･紹介状が必要です。	
※受付時間は10:00までです。	
※“こども"は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	



新
病
院
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
立
島
田
市
民
病
院
で
は
、
令
和
３
年
５
月
の
開
院
に
向

け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
現
在
、
８
階
部
分
ま
で
鉄
骨
を
組
み
上
げ
、
内
装
・

外
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
外
観
上
で
は
、
屋
上
に
ア
ル
ミ
製
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

組
み
立
て
て
お
り
、
変
化
が
見
て
と
れ
ま
す
。
軽
量
で
、
躯

体
へ
の
荷
重
負
担
も
少
な
く
耐
久
性
に
も
優
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
す
。

　
今
後
も
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病
院
建
設
課

新
病
院
建
設
通
信
18

護部だより護部だより看
　
認
知
症
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
症
状
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
に
は
大
き
く
わ
け

て
２
つ
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
中
核
症

状
」
と
い
わ
れ
る
症
状
で
、
記
憶
障
害
（
も
の
わ

す
れ
）
や
今
が
い
つ
か
？
こ
こ
は
ど
こ
か
？
と

い
っ
た
見
当
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
２
つ
め
は
こ
の
中
核
症
状
に
加
え
様
々
な
原
因

が
重
な
っ
て
お
こ
る
「
行
動
・
心
理
症
状
」
で
す
。

た
と
え
ば
暴
言
、
興
奮
、
不
眠
、
昼
夜
逆
転
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
中
核
症
状
は
認
知
症
が
あ

れ
ば
必
ず
お
き
て
く
る
症
状
で
す
が
行
動
・
心
理

症
状
は
個
人
差
が
あ
り
出
な
い
方
も
い
ま
す
し
強

く
で
る
方
も
い
ま
す
。

　
認
知
症
が
あ
る
か
た
が
入
院
し
た
と
き
は
入
院

と
い
う
環
境
の
変
化
や
体
の
不
調
に
よ
っ
て
こ
の

行
動
・
心
理
症
状
が
現
れ
た
り
強
く
で
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
症
状
が
現
れ
る
と
治
療
や
処
置

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
興
奮

し
て
点
滴
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
を
抜
い
て
し
ま
っ
た

り
、
普
段
と
は
違
う
入
院
生
活
の
中
で
居
場
所
が

分
か
ら
な
く
な
り
大
き
な
声
で
誰
か
を
呼
ん
だ

り
、病
棟
の
な
か
を
歩
き
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
状
態
を
予
防
し
た
り
、
少
な
く
し
た
り
す

る
た
め
に
は
入
院
に
よ
る
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
大

　
人
工
透
析
は
腎
臓
の
機
能
が
悪
く
な
ら
れ
た
方
に
行
う
治
療

で
す
。
人
工
透
析
に
は
透
析
液
が
必
要
で
そ
の
作
成
に
は
大
量

の
水
が
必
要
な
事
は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に

は
、
１
時
間
に
30
Ｌ
、
透
析
時
間
は
４
時
間
行
う
こ
と
が
多
い

の
で
120
Ｌ
の
水
が
１
人
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
概
ね
１
日
40
人
透
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
4.8

ト
ン
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
30
Ｌ
の
時
点
で
は
２
Ｌ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
15
本
と
な
ん
と
か
想
像
で
き
ま
す
が
4.8
ト
ン
と

な
る
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
水
は
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
昨
今
の
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
中
村
医
師
の
殺
害
も
水
の
利
権

が
係
わ
っ
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
北
極
の
氷
が
と
け
て
海
面
上
昇
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
自
分
が
子
供
の
頃
の
静
波
海
岸
の
砂
浜
は
今
よ
り
広
く
感
じ

ま
し
た
。
リ
ニ
ア
工
事
の
大
井
川
の
水
問
題
は
地
下
水
の
豊
富

な
こ
の
地
域
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
人
工
透
析
に
話
を
戻
し
ま
す
が
、
透
析
の
水
は
、
水
道
水
を

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

フ
ィ
ル
タ
ー
や
吸
着
器
を
通
し
て
水
道
水
を
処
理
し
透
析
液
が

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
透
析
液
は
点
滴
と
し
て
も
使
用
で
き
る

事
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
昨
年
導
入
し
た
透
析
装
置
で
透
析
液
を
点
滴
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
透
析
は
そ
の
透
析
液
を
よ
り
多
く
利
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
も
の
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
当
院
で
も
新
病

院
開
院
時
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ

が
開
始
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

切
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
旅
行
へ
行
き
、
朝
、
目
が
覚
め

た
と
き
家
と
は
違
う
天
井
や
壁
、
布
団
で
寝
て
い

て
「
こ
こ
ど
こ
？
」
と
一
瞬
混
乱
し
た
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は
、
眼
鏡
を
か
け
て
周
り
を
確
認
し
た
り
携
帯

電
話
を
見
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
と
な
り
に
い
る
家

族
を
み
て
「
あ
ぁ
、
旅
行
に
き
て
た
ん
だ
な
」
と

安
心
し
ま
す
ね
。

　
入
院
生
活
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま

す
。
ふ
と
目
が
覚
め
た
と
き
い
つ
も
と
違
う
天
井

や
壁
、
普
段
使
っ
て
い
な
い
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ

て
い
る…

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
近
く
に
眼
鏡
も

な
く
、
時
計
も
な
く
、
安
心
で
き
る
家
族
も
い
な

く
こ
こ
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
い
ま
が
何
時
で
自

分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
？
目
の
前
に
い
る
白
衣

を
着
た
誰
か
が
何
か
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
理
解
で

き
な
い
と
し
た
ら
と
て
も
不
安
で
混
乱
し
ま
す

ね
。
混
乱
し
て
大
き
な
声
が
で
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
自
分
の
体
に
つ
い
て
い
る
点
滴
を
抜
い
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、

普
段
使
っ
て
い
る
「
眼
鏡
」
や
「
補
聴
器
」
が
あ

れ
ば
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
い

な
れ
た「
時
計
」が
あ
れ
ば
今
が
何
時
な
の
か
、「
カ

レ
ン
ダ
ー
」
が
あ
れ
ば
今
が
い
つ
な
の
か
わ
か
り

ま
す
。
近
く
に
家
族
の
「
写
真
」
が
あ
れ
ば
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
し
こ
の
混
乱
は
少
な
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
入
院
さ
れ
る
認
知
症
が
あ
る
患
者
さ

ん
や
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
の
方
に
は
患

者
さ
ん
が
普
段
使
い
な
れ
て
い
る「
眼
鏡
」「
時
計
」

「
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
持
参
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
入
院
生
活
に
よ
る
心
身
の

ス
ト
レ
ス
が
最
小
限
と
な
り

ま
す
よ
う
援
助
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

認
知
症
看
護
認
定

　
　
　
　看
護
師
の
紹
介認知症看護認定看護師

木下　司紗

人
工
透
析
と
水

臨
床
工
学
技
士
　瀧
井
　晃

令和２年４月より新たに17名の医師が赴任しましたので紹介します。
代表して３名の医師からのメッセージを掲載します。

循環器内科 部長　小夫家　和宏

【循環器内科】小夫家　和宏 【糖尿病・内分泌内科】坂本　沙有梨、柴田　立雨
【外　　　科】坂東　裕、鈴木　貴大 【整 形 外 科】中島　隆三
【呼吸器外科】柴田　基央 【泌 尿 器 科】後藤　修平
【眼　　　科】飯田　悠人、曽根　雄一郎
【総合内科(初期研修医)】伊藤　整、北川　雄一、田中　亨和、辻井　秀明、中谷　将仁
　　　　　　　　　　　　野﨑　海央、畑　孝幸

新任医師のご紹介

縁あって、この度初めて島田市民病院に赴任させて頂くことになりました。京大病院・和
歌山日赤・近畿大学病院での診療、大学院・米国留学での研究といった過去の経験を生か
しつつ、地域の中核病院で求められる役割を果たしていきたいと思います。よろしくお願
いします。

眼科 医長　飯田　悠人
生まれ育ったこの島田の地に、眼科医として戻ってこられたこと、大変嬉しく感じていま
す。基幹病院の眼科として、最新・最良の医療の提供に努め、地域の皆様に信頼される眼
科となりますよう、スタッフ一同、努力して参ります。

泌尿器科 医長　後藤　修平
はじめまして。泌尿器科の後藤と申します。島田市の地域医療に少しでも貢献できる様
に、コミュニケーションを大切に明るく楽しく業務に邁進する所存です。至らない点もあ
ろうかと存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

（３） ちょうしんき 第67号 （２）ちょうしんき第67号



新
病
院
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
立
島
田
市
民
病
院
で
は
、
令
和
３
年
５
月
の
開
院
に
向

け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
現
在
、
８
階
部
分
ま
で
鉄
骨
を
組
み
上
げ
、
内
装
・

外
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
外
観
上
で
は
、
屋
上
に
ア
ル
ミ
製
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

組
み
立
て
て
お
り
、
変
化
が
見
て
と
れ
ま
す
。
軽
量
で
、
躯

体
へ
の
荷
重
負
担
も
少
な
く
耐
久
性
に
も
優
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
す
。

　
今
後
も
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病
院
建
設
課

新
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設
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信
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護部だより護部だより看
　
認
知
症
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
症
状
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
に
は
大
き
く
わ
け

て
２
つ
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
中
核
症

状
」
と
い
わ
れ
る
症
状
で
、
記
憶
障
害
（
も
の
わ

す
れ
）
や
今
が
い
つ
か
？
こ
こ
は
ど
こ
か
？
と

い
っ
た
見
当
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
２
つ
め
は
こ
の
中
核
症
状
に
加
え
様
々
な
原
因

が
重
な
っ
て
お
こ
る
「
行
動
・
心
理
症
状
」
で
す
。

た
と
え
ば
暴
言
、
興
奮
、
不
眠
、
昼
夜
逆
転
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
中
核
症
状
は
認
知
症
が
あ

れ
ば
必
ず
お
き
て
く
る
症
状
で
す
が
行
動
・
心
理

症
状
は
個
人
差
が
あ
り
出
な
い
方
も
い
ま
す
し
強

く
で
る
方
も
い
ま
す
。

　
認
知
症
が
あ
る
か
た
が
入
院
し
た
と
き
は
入
院

と
い
う
環
境
の
変
化
や
体
の
不
調
に
よ
っ
て
こ
の

行
動
・
心
理
症
状
が
現
れ
た
り
強
く
で
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
症
状
が
現
れ
る
と
治
療
や
処
置

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
興
奮

し
て
点
滴
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
を
抜
い
て
し
ま
っ
た

り
、
普
段
と
は
違
う
入
院
生
活
の
中
で
居
場
所
が

分
か
ら
な
く
な
り
大
き
な
声
で
誰
か
を
呼
ん
だ

り
、病
棟
の
な
か
を
歩
き
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
状
態
を
予
防
し
た
り
、
少
な
く
し
た
り
す

る
た
め
に
は
入
院
に
よ
る
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
大

　
人
工
透
析
は
腎
臓
の
機
能
が
悪
く
な
ら
れ
た
方
に
行
う
治
療

で
す
。
人
工
透
析
に
は
透
析
液
が
必
要
で
そ
の
作
成
に
は
大
量

の
水
が
必
要
な
事
は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に

は
、
１
時
間
に
30
Ｌ
、
透
析
時
間
は
４
時
間
行
う
こ
と
が
多
い

の
で
120
Ｌ
の
水
が
１
人
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
概
ね
１
日
40
人
透
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
4.8

ト
ン
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
30
Ｌ
の
時
点
で
は
２
Ｌ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
15
本
と
な
ん
と
か
想
像
で
き
ま
す
が
4.8
ト
ン
と

な
る
と
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
水
は
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
昨
今
の
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
中
村
医
師
の
殺
害
も
水
の
利
権

が
係
わ
っ
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
北
極
の
氷
が
と
け
て
海
面
上
昇
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
自
分
が
子
供
の
頃
の
静
波
海
岸
の
砂
浜
は
今
よ
り
広
く
感
じ

ま
し
た
。
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井
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の
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下
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豊
富
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。
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し
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あ
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を
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し
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水
道
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処
理
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透
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液
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で
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透
析
液
は
点
滴
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し
て
も
使
用
で
き
る

事
が
求
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お
り
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そ
の
基
準
を
ク
リ
ア
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し
て
い
ま
す
。

　
現
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は
、
昨
年
導
入
し
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透
析
装
置
で
透
析
液
を
点
滴
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し

て
利
用
し
て
い
ま
す
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透
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そ
の
透
析
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を
よ
り
多
く
利
用

し
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オ
ン
ラ
イ
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Ｈ
Ｄ
Ｆ
と
い
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も
の
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
当
院
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も
新
病

院
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は
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ラ
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開
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で
き
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よ
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努
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ま
い
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ま
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に、コミュニケーションを大切に明るく楽しく業務に邁進する所存です。至らない点もあ
ろうかと存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

（３） ちょうしんき 第67号 （２）ちょうしんき第67号
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3月にリニューアル
しました！

一次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る

病
気
を
総
称
し
て
「
脳
卒
中
」
と
い
い
ま
す
。
脳
卒

中
に
は
、大
き
く
分
け
て
「
脳
梗
塞
」「
脳
出
血
」「
く

も
膜
下
出
血
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
脳

梗
塞
の
急
性
期
医
療
は
こ
こ
数
年
間
で
も
っ
と
も
変
化

が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
日
本
脳
卒

中
学
会
よ
り
、
脳
梗
塞
に
対
す
る
r
t
–
Ｐ
Ａ
静
注

療
法
が
２４
時
間
３
６
５
日
可
能
等
の
要
件
を
満
た
し

た
施
設
に
対
し
て
「一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
の
認
定

制
度
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
r
t
–
Ｐ
Ａ
は
、
脳
の
血
管

を
詰
ま
ら
せ
て
い
る
血
の
塊
を
溶
か
す
こ
と
が
で
き
る

薬
剤
で
、
急
性
期
の
脳
梗
塞
に
対
し
て
使
用
し
ま
す
。

当
院
で
は
昨
年
の
９
月
に
「一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」

の
認
定
を
受
け
、
脳
卒
中
の
急
性
期
治
療
を
積
極
的

に
行
って
い
ま
す
。

　
脳
梗
塞
の一部
は
急
性
期
に
的
確
な
治
療
を
す
る
こ

と
に
よ
り
完
全
回
復
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
的

確
な
治
療
で
特
に
大
切
に
な
る
の
は
時
間
で
あ
り
、

r
t
–
Ｐ
Ａ
は
脳
梗
塞
発
症
後
４.５
時
間
以
内
が
適
応

と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
、
脳
卒
中
の
症
状

が
出
た
ら
１
分
で
も
１
秒

で
も
早
く
当
院
に
受
診
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
主
な
症
状
の

判
断
に
は
「
F
A
S
T
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
症
状
が
出
た
場
合
7

割
が
脳
卒
中
と

言
わ
れ
て
い
ま

す
。

「
脳
卒
中
症
状
出

た
ら
　
す
ぐ
受

診
！
」
で
す
。

　
脳
卒
中
の
後

遺
症
は
意
識
障

害
や
運
動
麻
痺

な
ど
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
後
遺
症
を
悪
化
さ

せ
ず
に
日
常
生
活
活
動
の
改
善
を
す
る
に
は
、
治
療

と
リ
ス
ク
管
理
、
発
症
後
早
期
か
ら
の
積
極
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
は
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は

医
師
、
看
護
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
充
実
し
た

チ
ー
ム
医
療
を
行
う
た
め
、
脳
卒
中
に
関
わ
る
全
て
の

ス
タ
ッ
フ
を
S
t
r
o
k
e
（
脳
卒
中
）
T
e
a
m

（
チ
ー
ム
）と
し
て
、チ
ー
ム
全
員
が「
脳
卒
中
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
に
な
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
月
２
回
の
集
ま

り
、
週
１
回
の
勉
強
会
等
を
開
催
し
て
日
々
脳
卒
中

医
療
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
脳
卒
中
　
チ
ー
ム
医
療
で
　
乗
り
越
え
る
！
」

FAST
Face…顔の麻痺
　顔の片側が下がる、ゆがみがある
Arm…腕の麻痺
　片腕に力が入らない
Speach…ことばの麻痺
　言葉が出てこない、ろれつが回らない
Time…発生時刻
　症状に気づいた時刻を確認

各職種の集合写真

（１） ちょうしんき

第 ６７ 号

第67号 （４）ちょうしんき第67号

令和２年６月15日
市立島田市民病院
事業管理者　　　
　　　　青山　武
広 報 委 員 会

〈発　行〉

〈 編 集 〉

島 田 市 民 病 院 医 師 診 療 表

（紹介状がない場合は特定初診料が5,500円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当院WEBサイトでご確認下さい。

令和２年6月8日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科の受付時間は7:30～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午、歯科口腔外科は午後１時から午後４時４５分）

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 佐伯 中山 加藤 澤田 中島
二診 中山 澤田 中島
三診 佐伯 加藤 佐伯

手術 手術/
義肢装具 手術 手術/

義肢装具 手術

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）

午後 手術 手術 手術 手術

放射線科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前 午前・新患 再診 再診 再診
野垣 柳田 柳田 柳田 柳田

※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 坂本/大石 善當 再診
坪井

午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石
午後・再診 善當/坂本 坂本 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 野垣 鈴木

呼吸器内科
呼吸器外科

一診
午前 午前 第1･第3･第5

齊藤
午前非常勤

非常勤 非常勤 第2･第4 非常勤大瀬

二診 小林  午前 小林 小林 

三診 齊藤 第1･第3･第5午前 柴田大瀬

四診 午前
齊藤

手術 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科

一診 磯野 上村 植田 野澤 要予約
植田

二診
渡邊

鈴木 惟康
（ﾍﾙﾆｱ専門外来）不定期･要予約

午後 和田 磯野肥満外科外来
三診 板東

（専門外来） 乳腺
13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00
※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
問い合わせ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 鈴木 三倉
午前・二診 鈴木

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科

一診 山形 金城 浦野 村田 第1･3･5　10:00～
阪口

二診 平田 山形 第1･第2・第4・第5
山内

※受付時間は10:00までです。

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 奥野 後藤
二診 後藤 日紫喜 日紫喜

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※金曜日の受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野

三診 第１・第3・第5 増井
糟谷

四診 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

学童専門外来 16:30～17:00 16:30～17:00
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 成味

午後・一診 小松 14:00～14:30 小松 小松 14:00～14:30
市検診 市検診

※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科 午前 山河 山河 山河 山河
※診察は午前のみになります。	

眼　　科

午前・一診 曽根 飯田 曽根 飯田 飯田
午前・二診 小原 曽根 小原 小原 曽根
午後・一診 曽根 飯田 曽根

※受付時間は10:00までです。		

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金
総合診療科 午前･一診 大瀬 谷尾 奥田 谷尾 鈴木

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5

大瀬小野
第2・第4

鈴木

午後 第1・第3・第5
小野

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

消化器内科

一診 松下 渡邉 宇於崎 竹下 花岡
二診 花岡 竹下 金山 渡邉 金山

三診 横田 午前 午後 午後 午後
宇於崎 横田 松下 松下

循環器内科

一診 青山 蔦野 露木 石田 金森

二診

第1

青山 松岡 近藤
午前近藤

第2・第4午前 中村金森

午前・三診 小夫家 不整脈外来
第2・第4午前

（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合わせ下さい。

小児科

一診 武藤 新規相談 武藤 専門 武藤武藤 武藤

二診 和田 専門
那須

乳児検診 4ヶ月・1ヶ月 10ヶ月・1ヶ月
那須 武藤

専門外来

喘息 神経・発達 神経 発達
那須 那須 武藤 武藤

心臓　第2
こども
※火・木曜日は予約･紹介状が必要です。	
※受付時間は10:00までです。	
※“こども"は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	


